
団塊の世代が後期高齢者に到達し介護・医療費等の社会保障費が急増する「2025 年問題」は、財政上のみならず
予防、介護、医療における人的・物的サービスをいかに提供するかが、喫緊の課題となります。疾病予防、介護、
そして地域医療体制の整備等はまさに保健師に課せられていると言えるのではないでしょうか。� （高波）

ひとひと
ことこと

いるのが特徴です。また毎年、道内各地で活躍して

いる卒業生（保健師）を大学に迎え、先輩保健師

から在学生に向けてシャトル研修を行っており、大

変な人気を博しています。

R e s e a r c h
どのような研究をしていますか ?

　難病保健・家族看護、高齢者保健、母子保健分

野など幅広く、現場の経験を活かした研究を課題

としています。2018 年から 2022 年まで科学研究

課題で「地域における新規指定難病患者のニーズ

と生活支援・保健指導の在り方」に取り組みまし

た。今後は地域の共生社会構築に役立つキャリア

形成を目指す看護師・保健師育成を目標として、

地域包括ケアに関わる研究課題にも取り組んでい

きたいと思います。

C o l l a b o r a t i o n
保健活動の現場とのつながりは ?

　研究活動を教育に活かしながら取り組むため、実

際に難病連合会の皆さんと交流をしたり講義実習に

招いたり、医療講演会を開催したり、地域住民に大

変お世話になっています。市の社会教育で行ってい

る旭川シニア大学（2011〔平成 23〕年に開設された

高齢者のための 4 年生大学）では「人生 100 年時

代を健やかに生きよう」を合言葉に生涯学習として

も学び合い、さらに隣町へ出向き介護初任者研修講

師として福祉人材養成にも協力しています。

H i s t o r y   a n d   N o w
どのような機関なのでしょうか ?

　旭川大学は 2023（令和 5）年 4 月 1 日より公立

大学法人旭川市立大学として生まれ変わりました。

旧旭川大学保健福祉学部保健看護学科は 2008（平

成 20）年に設置され、看護師・保健師統合カリ

キュラムとして保健師・看護師の養成を行ってきま

した。保健師課程は 2012（平成 24）年度より選択

制が導入され、公立化後の現在も体制は変わらず、

保健師の養成を選択制として実施しています。

E d u c a t i o n
どのような教育をしていますか ?

　地方大学である旧旭川大学の理念は「地域に根

ざし、地域を拓き、地域に開かれた大学」として浸

透しており、公立化された今もその志を引き継いで

います。特に新カリキュラムで力を入れているのは

「地域包括ケアシステム論」をはじめとする地域看

護科目です。「地域看護論」「地域体験実習」「地

域 / 公衆衛生看護特論」ではフィールドワークを取

り入れたアクティブな教育を心がけ、さらに「地域

と協働論」で、地域における多職種連携の重要性

を深く学ぶ形となっています。そして保健師活動の

“みる・つなぐ・動かす”につないでいきます。実

習は、保健所・行政機関で実習する他、学校・産

業保健実習として市内高校保健室および地域産業

（旭川家具や電子機器事業所）に協力を得て行って

  所在地   �〒079-8501 
北海道旭川市永山 3 条 23 丁目 
1 番 9 号

 スタッフ  �高波澄子（教授）、羽原美奈子（教授）、 
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保健師ジャーナルでは，このページに登場してくださる研究室（保健師教育に関わる講座・分野・領域）を募集中です。研究室で
の保健師教育の特色や，研究活動，現場とのつながりをご紹介ください。
応募方法 ● 電話，FAX，E-mail のいずれかにて編集室までご連絡ください。掲載分には医学書院特製図書カードを進呈いたします。
連絡先 ● 医学書院『保健師ジャーナル』編集室　☎ 03-3817-5774　 FAX  03-5804-0485　 メール  hokenshi@igaku-shoin.co.jp

左から羽原、高波、工藤

Data（2023 年 6月現在）

研究室
メッセメッセーージジ

からの

187

保健師ジャーナル　Vol.79　No.04　2023 3351348-8333/23/紙：￥500/電子：￥750/論文 /JCOPY

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
02
3 

2026/09/15 13:15:35


